
令和６年度 高松市立中央小学校 学校経営方針 
 

１ 教育目標      互いを認め合い、やる気にあふれる、温かい学校 

             －児童・教職員・保護者・地域がつくる未来志向の学校－ 

 

２ 研究主題    互いを認め合い、自分のよさを見つめ発揮するかっこいい中央っ子の育成 

－自らいきいきと考え・伝え合う児童の育成をめざして－ 

 

３ めざす児童像と取組の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かっこいい中央っ子」を育てる「かっこいい教職員集団」 

子どもとともに学び、ともに歩む。自らの指導力の向上に努める。地域や保護者に信頼される。 

「かっこいい中央っ子」の育成 

心も体もじょうぶな子 

＜健やかな心と体を育む＞ 

思いやりのある子 

＜自己有用感を培う＞ 

よく考えやりぬく子 

＜主体的な学びを促す＞ 

〇自己管理能力の育成 

・基本的な生活習慣の確立 

・自分で前日準備 

・読書習慣の形成 

〇安心・安全な学校づくり 

・防災・安全教育の推進 

・積極的な情報発信 

〇体力つくりの推進 

・外遊びの奨励 

〇生徒指導・教育相談体制 

の充実 

・中央っ子アンケートの活用

と教育相談の実施 

・組織対応・連携支援 

〇合言葉は「三つ葉の心」 

・児童が主体的に取り組む 

「あいさつ・きまり・働く」 

 プロジェクトの推進 

〇児童会活動・委員会活動・

係活動の活性化 

・児童のアイデアを生かした

取組の充実 

・異学年交流の工夫 

・活躍と称賛の場づくり 

〇居心地のよい学級づくり 

・人権感覚を磨き、協力・協

働をとおした支持的風土

の醸成 

〇児童の主体的な学びを 

 促す授業づくり 

・単元や授業の終末の児童 

の姿を想定した授業づくり 

・自ら考え伝え合いたいと思う

しかけのある授業づくり 

・成長が実感できる振り返り

の工夫 

〇ＧＩＧＡ端末の活用 

・学びを深める工夫 

〇「にじ学習」の更新 

・地域に学び、よりよい社会を

つくるために何ができるかを

考える機会の設定 

協力・支援 

<学校運営協議会> 学校・家庭・地域が「３つの願い」をもとに連携・協働 

① 思いやりがあり、②自分で考え、行動する、③よりよい社会の担い手となる子を育てる。 

相 談 


